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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

環オホーツク圏は、オホーツク海高気圧形成などを通して北日本の気候を左右し、アムール川か

ら供給される鉄のため豊富な水産資源を持つ、科学的に興味深く社会的にも重要な地域である。そ

こで、環オホーツク圏を対象とした大気海洋結合モデルおよび鉄を含む栄養物質循環モデルを構築

し、その気候と環境変動の理解と予測の向上を目指している。この目的のため本研究では、モデル

の高速化およびパラメタ・チューニングを行い、その成果を活かして夏季の下層雲、冬季のバンド

状雲、海洋フロン循環についての研究を行った。 

 モデルの高速化は主に大気モデルについて行った。計算時間の上位を占める放射・積雲スキーム

について、上位ルーチンでの強制 SMP 並列化およびインライン展開を行い、scalability を約 6.4

倍に向上させた。また力学部分もループ交換・分割を行った。これらの結果、テスト用のグリッド

数が少ないケースでも計算速度が約 3 倍向上という著しい高速化を達成した。この成果は以下に述

べる大気シミュレーションに活かされただけでなく、今後の大気モデルおよび結合モデルを用いた

環オホーツク圏研究に資する。 
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（研究成果のつづき） 
 

大気モデルの再現性向上のため、開境界条件での雲水の取扱；海氷の取扱いの改良；積雲・雲微

物理スキームのパラメタ調整；計算領域・海面水温データに対する感度実験を行った。改良された

モデルを用いて、オホーツク海高気圧が発達し下層雲の形成等を通して冷夏をもたらした 2003 年

のシミュレーションを行い、オホーツク海高気圧および下層雲の良好な再現を得た。また、シミュ

レーション結果を用いた熱・水フラックス解析から下層雲の形成・維持機構を示した。この成果は

現在国際学術誌に投稿準備中である。 

 上記モデルを高解像度化したシミュレーションにより、冬季のシベリアからの寒気吹出し時に、

北海道オホーツク海沖合の表層風収束帯に伴うバンド状雲の形成と降雪が再現された。今後さらに

実験を行いバンド状雲の形成機構・条件を調べていく。 

 海洋鉄循環モデル構築の準備として、先ずフロン循環のシミュレーションを行った。フロンは海

洋中では生物化学過程による変化がないので、フロン循環が再現できればモデルの移流拡散部分が

上手く再現できたと言える。シミュレーションにより、オホーツク海において観測に近いフロン分

布を初めて再現し、フロン分布には海氷生成時の高密度水形成と千島列島域での潮汐混合が重要で

あることが示唆された。この成果は現在国際学術誌に投稿準備中である。 
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